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安全衛生活動
支援ツールについて



安全衛生支援ツール一覧

全国産業資源循環連合会ホームページ

(https://www.zensanpairen.or.jp/disposal/safety)

• 産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説
• 安全衛生規程作成支援ツール
• 安全衛生チェックリスト
• 産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース
• 未熟練労働者のための安全衛生教育の動画教材
• 産業廃棄物処理業におけるリスクアセスメントマニュアル
• 産業廃棄物処理業におけるリスクアセスメント

～災害ゼロを目指して～
• リスクアセスメントの実施支援システム
• 未熟練労働者の安全衛生教育マニュアル（産業廃棄物処理業編）
• 交通労働災害防止のためのガイドライン
• 「自動車点検基準」及び「自動車の点検及び整備に関する手引」



安全衛生規程の
作成支援ツール



各事業者が「労働災害の防止及び労働者の健康の
保持増進」に寄与するために実施すべき事項を文
書化したもの

ポイント：

② 事業者としての安全衛生への取組方針を明示するもの

① 各事業者が作成(文書化)するもの

③ 安全衛生活動を計画的・継続的に実施するためのツール

規程の作成は法的に要求されて
いる事項ではありませんが、適切
な管理を実施するためには必要

不可欠なものです！

社内外に対する「安全衛生配慮義務を遂行している証」

「安全衛生規程」とは？



規程作成により期待される効果は？

効果①：事業者の安全衛生に対する考え方が、具体的な
事項として明確になり、活動の指針になる。

効果②：規程の実施・運用を通じ、労使が一体となった
活動が可能となる。

効果③：規程に基づき安全衛生管理計画を作成・従業員
に周知することで、実施すべき事項が明確となる。

効果④：労働安全衛生法と事業場の規程を遵守する土壌
が醸成され、従業員に遵法精神が生まれる。

効果⑤：社内のリスク管理に寄与するだけでなく、顧客
に対してもPR可能なものとなる。

－ ５つの効果 －

「安全衛生規程」とは？



各事業所が安全衛生規程を作成す

るためのモデルとして策定 （｢条文｣

と｢解説｣からなる）

概 要：

① 産業廃棄物処理業に係る安全

衛生関連の共通的事項を網羅

② 産業廃棄物処理業における業

種ごとの代表的な作業を選定

各事業者が、これを受けて自社
に見合った規程を策定！

モデル安全衛生規程及び解説とは？



モデル安全衛生規程及び解説とは？

各社の安全衛生規程と
なる条文

条文の解説

モデル安全衛生規程及び解説の中身



「モデル安全衛生規程」の活用方法
どのように自社の規程を作成するか？

まずは「自社の業態・作業内容」等を再確認する！

･･･「モデル安全衛生規程」は、産廃処理業における共通事項と

･･･「モデル安全衛生規程」の内容を確認し、自社の体制や作業に

･･･自社の安全衛生に係る管理状況を再確認

･･･従業員数､設置設備､作業内容等の基本事項について再度把握

「モデル安全衛生規程」から自社事業場の作業を洗い出す！

（文書類を含めた管理体制､教育訓練状況､等）

それぞれの業態に合わせた幅広い作業項目を整理

関連する箇所、不足している箇所を抽出

STEP１

STEP２



「モデル安全衛生規程」の活用方法
どのように自社の規程を作成するか？

「モデル安全衛生規程」から文書化する！

･･･「モデル安全衛生規程」に記載の無い作業、また、自社独自

･･･自社の体制や作業に関連する箇所を「モデル安全衛生規程」

不足箇所等を補完し、自社の規程を完成させる！

ら抜き出し、文書化

の管理事項等を付加し、自社の業務内容に合った規程を完成

規程に従って、安全衛生活動を実施！

STEP３

STEP４



「モデル安全衛生規程」の活用方法
具体的な作成作業の方法は？

安全衛生管理体制例えば､､､

職務、選任の届出の有無、等が変わる。

自社事業場の労働者数によって、選任すべき管理者、管理者の資格要件、

は、

《 参考；管理者の種類等》

① 統括安全衛生管理者(第5条)

② 安全管理者(第6条)

③ 衛生管理者(第7条)

⑤ 産業医(第10条)

④ 安全衛生推進者(第8条)

⑥ 安全衛生委員会(第13条)

あなたの事業場の労働者数は？

57人

②、③、⑤、⑥が必要

関連する｢条文｣･｢解説｣のみ抽出

（第2章 第5条～第11条、第13条）



「モデル安全衛生規程」の活用方法

安全衛生教育（特別教育等）例えば､､､

→ 産廃処理に係わる種類は20程度

自社の業務内容を勘案し、法定の項目より抽出する。

は、 （第3章 第15条）

定期自主検査例えば､､､

→ 産廃処理に係わる機械等の区分は20程度

自社の機械・車両等を勘案し、法定の項目より抽出する。

は、 （第6章 第31条）

中間処理業の安全衛生管理例えば､､､

→ ｢選別｣､｢破砕｣､｢焼却｣､｢中和処理｣､｢乾燥処理｣､｢感染性廃棄物処
理｣､

自社中間処理の種類･作業を勘案し、該当箇所を抽出･補完する。

は、 （第8章 第2節）

｢廃石綿等処理｣等、多くの項目を｢モデル安全衛生規程｣では網羅

具体的な作成作業の方法は？



各事業者が、より簡単に安全衛生規程を
作成するためのツール

安全衛生規程作成支援ツールとは？



安全衛生規程作成支援ツールの使用方法

全国産業資源循環連合会ホームページ
(https://www.zensanpairen.or.jp/disposal/safety）

①「処理企業の方へ」に矢印を重ねる



安全衛生規程作成支援ツールの使用方法

②「安全衛生」をクリック



全国産業資源循環連合会ホームページ
(https://www.zensanpairen.or.jp/disposal/safety）
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③「安全衛生規程作成支援ツール」は
こちらをクリック



1. 会社名を入力

2. 自社の従業員数を選択

3. 自社の業種と、中間処理業を営ん
でいる場合は自社の処理内容を選
択する。

4. 関連法令と、モデル安全衛生規程
の該当ページを表示するか選択

5. 作成ボタンをクリック

安全衛生規程作成支援ツールの使用方法



6. 入力した内容に応
じて、テキストファ
イルで、安全衛生
規程が出力される
ので、保存して下
さい。

7. テキストファイルを保存した時点で、安全衛生規程の完成とするのではなく、
見やすいように、お手持ちのワープロソフトに貼り付けていただいた後、モデ
ル安全衛生規程の該当ページを参照しながら、より事業場の現状に合った
安全衛生規程を作成してください。

安全衛生規程作成支援ツールの使用方法



安全衛生規程作成支援ツールの使用方法
ワープロソフトでの作成例



安全衛生チェックリスト



各事業所の安全衛生に関する

状況をチェックするためのリスト

チェック内容：

① 安全衛生管理体制、教育、

健康管理に関すること

② 作業の安全に関すること

③ 作業環境管理等に関する

こと

安全衛生チェックリストとは？



「安全衛生チェックリスト」の項目を確認する！

･･･自社特有のチェック項目があれば追加する

･･･チェック項目は、あくまでも「代表選手」

不足しているチェック項目を補完する！

まずは、自社で必要な項目を洗い出しましょう

（本チェックリストを活用し、自社独自のリスト整備も可）

「安全衛生チェックリスト」
（あるいは、自社独自のチェックリスト）

に従って、安全衛生状況の点検！

安全衛生チェックリストの活用方法



項 目 内 容

いつ（Ｗｈｅｎ）

① 説明を受けてすぐに（現状の把握）

② 対策を取った後に（効果の確認）

③ 全社的行事等に絡めて（維持の確認）

どこで（Ｗｈｅｒｅ）
① 事業場内

② 排出元

だれが（Ｗｈｏ）
① 事業者

② 事業者と現場責任者が同時に（異なる視点で）

なにを（Ｗｈａｔ） ① チェックリストの項目（適宜、更新）

どのように（How）

① 現場観察（最も重要）

② チェックリストによるチェック

③ 帳票、記録等のチェック

④ 聞き込み（ヒアリング）

なぜ（Ｗｈｙ） ① 実施そのもの

チェックの方法 ５W１ｈを踏まえて効果的な実施を！

安全衛生チェックリストの活用方法



産業廃棄物処理業
ヒヤリハットデータベース



ヒヤリ・ハットはその背後に多くの労働災害の芽が
潜んでおり、労働災害を防止するための貴重な情
報源である。これらの情報を巧く活用することで
災害や事故を未然に防止することが可能である

数多くの危険が存在する中、

「たまたま事故や災害に至らずに済んだ」
という体験

ヒヤリ・ハットとは？



• 労働者が経験した「ヒヤリとした、ハットした事例」を
報告し、類似災害を未然に防止するもの

• この活動により、労働者が危険なものを危険と感じ
る感受性が磨かれる

ヒヤリ・ハット事例集の作成など

ヒヤリ・ハット活動とは？



全国の産業廃棄物処理業者から、収集したヒヤリ・

ハット事例をまとめた、データベース（全2,070件）

産業廃棄物処理業
ヒヤリハットデータベースとは？



ヒヤリハットデータベースの使用方法

産業廃棄物処理業ヒヤリハット
データベースはこちらをクリック



ヒヤリハットデータベースの使用方法

（１）検索画面
ヒヤリハットデータベースは次の
３つの方法から検索ができる。
①起因物
②事故の型
③場所
④フリーワード

④のフリーワード検索は、利用
者が任意のキーワード(「全てを
含む」、「少なくとも一つを含む」
２種類)を設定し、これが含ま
れる事例データを検索する。



（２）検索結果画面
事例情報一覧は、検索画面の結果として表示される。該当事例は、１行１事

例のリストで表示され、それぞれの事例について次の項目が表示される。
①起因物 ②事故の型 ③場所 ④何をしているとき
⑤何がどうした ⑥改善すべき事項 ⑦登録日

ヒヤリハットデータベースの使用方法

（２）検索結果画面
事例情報一覧は、検索画面の結果として表示される。該当事例は、１行１事

例のリストで表示され、それぞれの事例について次の項目が表示される。
①起因物 ②事故の型 ③場所 ④何をしているとき
⑤何がどうした ⑥改善すべき事項 ⑦登録日



収集した事例について、危険な箇所の情報を共有し、事業所
内で改善方法について話し合う、ヒヤリハットデータベースから
類似した事例を探し、対応策を検討する

ヒヤリ・ハット事例の活用

・事業所内の安全衛生状態の向上
・従業員の危険に対する意識の向上
・従業員間の危機意識の共有

期待される効果

各事業所ごとにヒヤリ・ハット事例を収集する

ヒヤリ・ハット事例の活用方法



関連資料



全産連では未熟練労働者向けの安全衛生教育動画を作成しました。内容は、収集運搬業
と処分業のいずれでも活用でき、できるだけイラストを使いながら、具体的な事例も交えて最
低限知っておいてもらいたいことをまとめています。

未熟練労働者のための安全衛生教育の動画教材

「安全・健康で働くために（動画）」
https://www.zensanpairen.or.jp/activities/movies/
「未熟練労働者の安全衛生教育マニュアル（産業廃棄物処理編）」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000118557.html



厚生労働省 職場のあんぜんサイト
（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html）

小規模事業所を対象とした、リ

スクアセスメントの実施を支援す

るシステム。

作業中に想定される典型的な

「危険性又は有害性と発生のお

それのある災害」のリスクの見積

りが可能

リスクアセスメントの実施支援システム

産業廃棄
物処理業



リスクアセスメントの実施支援システム



リスクアセスメントの実施支援システム



交通労働災害防止のためのガイドライン

「交通労働災害防止のためのガイドライン」（平成6年2月18日付 基発第83号）
の改正版（平成30年6月）

〔厚生労働省労働基準局安全衛生部〕

・厚生労働省HP http://www.mhlw.go.jp/index.html
・職場のあんぜんサイト http://anzeninfo.mhlw.go.jp/
・中央労働災害防止協会HP http://www.jisha.or.jp/
・労働安全衛生情報センターHP  http://www.jaish.gr.jp/menu2.html
・労働者健康福祉機構HP  http://www.rofuku.go.jp/
・ドライブレコーダ映像を活用した http://www.jta-hiyari.jp/
ヒヤリハット例（全日本トラック協会HP）

安全衛生関連ホームページ

その他の安全衛生関連資料




